
 

 

 

 

 

 「文化・芸術の秋」、「スポーツの秋」など

と呼ばれる季節にふさわしく、マラソン大

会や音楽発表会など様々な行事を通して、

この１１月は子どもたちの「こころ」を豊

かにし、「からだ」を鍛えることで大きな実

りを実感することができました。 

さて、想定外の出来事が次々と起き、今

までの常識や価値観が揺さぶられる現代。

「学ぶこと」、「学び続けること」がますま

す大切になってきていると感じます。では、

子どもたちが「学ぶ」動機とは、一体何でし

ょうか？『１４歳からの社会学（宮台真司）』

には、３つの動機である「競争動機」・「理解

動機」・「感染動機」が紹介されています。１

つ目は、周りの子どもたちと競い合い、よ

りよい結果を求めたいという気持ちから勉

強することです。２つ目は、自分の力で問

題を解くことができた、分からないことが

分かるようになったという知的好奇心が満

たされる喜びから勉強することです。しか

し、一番重要なのは、「自分もこんなすごい

人になりたい」「こんなすごいことができる

ようになりたい」という憧れから勉強をす

ることです。「（今日だけは）憧れるのはや

めましょう。」と大谷翔平選手が語った「憧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れ」こそ、実は学習を続けていく上での最 

も大きな動機になるというのです。 

 小学生にとって「夢」は、自分が将来こん

な姿になりたいという理想を形にしたもの。

一方で、「憧れ」は、自分以外の誰かがその

夢を既に達成していて、その人（こと）に強

く心を惹かれることだと考えられます。で

あるならば、子どもたちにとって、身近な

存在である学校が魅力的であればあるほど 

子どもたちの学習へのモチベーションは高

まるとも言えます。そこで、高浜小学校に

おいても子どもたちにとって魅力的だと思

える学校となるように、学習面では、基礎

的な知識の習得に重きを置きつつ、探究的

な学びを展開しています。同時に、一人一

人の「感動体験」を念頭に、子どもたちが自

ら計画を立て、活動していくことができる

ように様々な支援を続けています。１２月

には、児童会活動として、今年２回目の「全

校遊び」や全校への「提案授業」を子どもた

ちが計画しています。また、高学年による

「ふるさと学習」においても、嶺南地域小

中高校合同の「SDGs探究サミット」への参

加や新商品の発表と子どもたちにとって

「わくわく・どきどき」するような企画が

目白押しです。また、そのような高学年の

活躍する姿を見て、「憧れ」を抱く下学年の
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子どもたちも多くいることと思います。今

後も学びの原動力とも言える「憧れ」を創

り出していきたいと思います。 

 

 

 「すみません。細かいことが気になって

しまうたちで…」。と言いながら、彼にしか

できない発見をテコに事件の核心に迫って

いく。ドラマ『相棒』で水谷豊さんが演じる

杉下右京です。ドラマの中の彼の言動は、

視野あるいは視点は同じものであってもそ

の見え方は人それぞれであるということを

示しています。この一つの物事について多

様な見え方が存在することを「視点ギャッ

プ」と言います。例えば、「何度言っても散

らかしっ放しで、片づけない！」そんな困

り事も子どもの視点で見ると「どこに何が

あるのか分かっているから、片づけなくて

もよい」となるかもしれません。このギャ

ップがあること自体は、悪いことではあり

ません。ギャップがあったままでも、お互

いがそれぞれの視点に立つこと、尊重する

ことが大切なのです。高浜小学校で行って

きた多様性（様々なギャップ）を理解する

授業においても、子どもたちからは、「同じ

ものを見ていても、人によっては違う風に

見えているということが分かりました。」

「考え方が違っても相手のことを理解する

ことが大切だと思いました。」「伝えたいこ

とが上手く伝えられず、困った感じになる

ことがありました。でも、友だちがそのこ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とを感じてくれたのでうれしかったです。」

といった感想を聞くことがありました。 

 １２月４日からは、人権週間です。従来

通り多様性を理解する障がい理解教育を進

めると共に、子どもたちが日頃の生活を見

つめ直し、「人権」という視点からその思い

を綴った作文をもとにして、各学年で話し

合いを行っていきます。そこでは、「視点ギ

ャップ」も生じることと思いますが、その

ことをチャンスととらえ、子どもたちの人

権感覚を高めていきたいと考えています。 

 

 

 

 １日（金）校内研究会のため 

      １４：３０ 集団下校 

４日（月）校内漢字・計算テスト週間 

        （８日（金）まで） 

５日（火）５年 県学力調査① 

     ４年 福祉体験学習 

６日（水）５年 県学力調査② 

６年 ストレスマネジメント学習 

 ７日（木）クラブ活動 

 ９日（土）授業参観・人権作文発表会 

      １１：４０ 集団下校 

１１日（月）振替 

１２日（火）１４：１５ 集団下校 

１４日（木）１年・２年・３年・４年 

      人権教室（人権紙芝居） 

           委員会 

１５日（金）６年 嶺南 SDGs 探究サミット 

１８日（月）６年 門松づくり 

１９日（火）児童集会 

２０日（水）保護者会 

       ９：４０ 集団下校 

２１日（木）通学班の会・大掃除 

２２日（金）終業式 

      １１：１５ 集団下校 

２３日（土）本日より冬休み 

       （１月８日（月）まで） 

１２月の主な行事予定 

「視点ギャップ」から共に考える 

障がい理解教育（２年） 


